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1．はじめに
従来、警察は家庭内での紛争について当事者のプライバシー権を尊重し、不介
入の立場を維持してきた。しかし、第二波フェミニズムの高まりの中、ドメステ
ィックバイオレンスが社会問題として認識されるようになり、さらに児童虐待と
の関連性が指摘されるにつれ、家庭内での紛争を新たに犯罪化する要請が高ま
り、さらにその対応の手段として警察がクローズアップされることとなった。つ
まり警察に対して従来のcrime　fightの機能に加えてsocial　service機能の拡充
が要請されることとなったのである。
　本書はイギリスにおけるこのような新しい状況でのジェンダーと警察の関係を
扱って）・る。著者であるLouise　Westmarlandは執筆時Leicester大学にある
Scamanセンターでの刑事司法の講師であったが、最近出版された著者が編者
の一人を務めているRestorative　Justice：Critical　Issues（2003）によればThe
open　universityにて犯罪学の講師である。
2．本書の概要
（1）本書の構成
本書はイギリスで行われた、二つの警察署（小規模の田舎の警察署と大規模の都
市部の警察署）に対してのほぼ430時間（加えて後に一ヶ月の集中調査も行っている）
に及ぶ参与観察を基に、ジェンダーとポリーシングの関係を考察したものであ
る。
本書の問題関心の中心としてまず挙げられるのが、女性に割り当てられるジェ
ンダー役割に基づいて配属が決定されるのか、ということである。すなわち、イ
188　早法79巻2号（2004）
ギリスにおいては、1975年に性差別法が制定され、男女機会平等政策が採られる
こととなった。更に近年のドメスティックバイオレンスや児童虐待への関心の高
まりにより、専門のユニットが警察内で置かれることとなったが、先の政策によ
り大量に雇用されることとなった女性がそこに封じ込められ、もって昇進の可能
性も閉ざされているのではないかとする。
　第一章ではポリーシングとジェンダーの理論的枠組みが提示され、第二章では
警察の構造とジェンダーの関係が考察される。第三章では配属がジェンダーによ
るものかという問題が警察官に近年要求されるようになった技能との関連で考察
され、第四章では逮捕について警察官のジェンダー比を詳しく見る。そして第五
章では、男性性のシンボルとポリーシングの関係が考察され、最後に第六章にお
いて、今までの議論を総括し、なぜ男性性が維持されているのかを結論付ける。
　（2〉第一章　ポリーシングとジェンダー化された身体
　近年「身体化された行為主体としての自己」の研究が隆盛であるにもかかわら
ず、男（らしさ）や女（らしさ）が身体化される有り様の差異を承認するような、
警察内での男女の「生きられた」経験が現在まで無視されてきた。本書は警察文
化と警察官の路上でのジェンダー化された身体の意義との間のつながりを考察す
るものである。この考察は、どのように警察が児童虐待、ドメスティックバイオ
レンス、性犯罪に対処するかの検討を通じて、ポリーシングの様々な領域におい
て要求されるものとしての「男性性」や「女性性」を分析することによってなさ
れる。この分析は二つの独立した領域に分かれる。
　一つが差別的な配置とジェンダーにまつわる議論の領域である。もう一つは男
性及び女性が他者による絶え間ない批判的な監視の下、ジェンダー化された社会
秩序においてどのように自らの身体を経験するかについてのものである。ポリー
シングは身体的能力に依存しているので、身体が一つの企てであることを承認す
る文化の例として検討され得る。
　（3）第二章　ジェンダー化されたスペシャリスト：女性や児童への対処
　最近、警察内での女性警察官の雇用のされ方を分析する様々な研究が提出され
ているが、それらによれば、女性警察官が、女性や児童を扱う地位の低い部局に
行かされているということである。これに対する説明の一つとして組織内での伝
統的な構造に起因するというものがあり、また「男性性の崇拝」文化によるとい
うものがある。警察機構がどのように機能するかに関して、分析者達は構造と文
化の関係にっいて議論してきた。よってここでは、組織構造が特定のジェンダー
志向的であるかどうかが調べられる。
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　近年の変化として女性警察官の任用の増加があげられる。数が増大した女性は
警察内で現実にどのような職務に従事しているのかを考察するために、その出発
点として男性よりも多く女性が任用されている専門職を対象として検討する。歴
史的に1970年代中頃まで法的に女性職員は男性職員から分離されており、建物も
別で、男性と異なる職務で、児童の問題、女性容疑者、性的暴行を対象として扱
っていた。そして男女の統合を行った後も、男性には「汚れ仕事（伝統的な犯罪
捜査や逮捕の職務）」が与えられ、古い女性警察官の部局に匹敵するものは維持さ
れ、従って組織構造により女性問題はゲットー化されるのである。すなわち男女
は平等の機会が与えられるが、ドメスティッタバイオレンスのような領域での専
門的なポストは通常女性によって占められる。その結果、女性は昇進のために有
効な部局（CID：犯罪捜査部）から締め出されているため、昇進が難しくなるので
ある。また、男性警察官の方がCID選出の場で「素晴らしい戦争の話」を女性
よりも語るのが容易となる条件を備えており、従って面接で高得点を出すという
調査結果もある。
　先行研究によれば結論の出ない家庭内紛争は「ばかげた仕事」として低い価値
しかなく、その「自然な」専門家としての女性に割り当てられるとする。しか
し、本調査によれば、家庭内紛争の通報が入ると、そこには暴力や身体的傷害の
可能性が含まれているため、他の仕事よりも優先される。すなわちパトロールカ
ーは問題となっている家庭へと急行を命じられ、「ばかげた仕事」は現実には他
の日常的な職務と異なって扱われている。そして調査結果によれば、コントロー
ルルームスタッフが家庭紛争事件をジェンダーに基づいて振り分けるということ
はなかった。更に家庭紛争事件においては物理的な力が主要な技能として必要と
思われる状況が存在するし、また、女性被害者は警察にヒーロー＝保護者の役割
を求めている。よって家庭紛争の女性被害者に対処するのは、必ずしも女性警察
官である必要はない。
　続いて女性に対しての構造的制約の例として、「愛撫表現の言葉」（女性達の性
道徳や性生活を非難するような語や女性の外見、身体を論評するような語）や上司に
よる「パターナルなコントロール」（例えばボーイフレンドが詐欺で捕まった女性警
察官に対し署内のデスタワータを命じること）があるが、自らの経験を生かすため
に専門職を女性警察官自ら選ぶこともある。
　しかし、警察構造も女性に優しい構造（Woman－friendly　stmcture）になって
きており、教育を受けた新しい能力ある女性警察官が登場してきていて、彼女等
は女性だけの部局が廃止されたことを残念に思ったりせず、また女性同士で働き
たがる、ということもない。万引き対策のパートタイムの女性警察官も存在す
る。更に調査対象の「児童及び家族保護ユニット」を見ると必ずしも女性で占め
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られているわけでもなく、調査対象の田舎の小規模の警察署は、男性警察官3人
女性警察官14人で構成されていたが、都市部の規模の大きい警察では、15人の男
性と17人の女性により構成されている（ただし、上級職は全て男性）。又、実際の
女性や児童の犯罪への対応も、必ずしも女性警察官によるものとも限らず、例え
ば13歳の少女が失踪した事案で、両親はボーイフレンドとの性交渉を心配してい
たが、この事案は性犯罪であり、通常は女性警察官に手渡される事案であるにも
かかわらず、特に女性警察官が要請されたわけではなく男性警察官による対応が
行われた。また、警察によるパターナリスティタな介入の事例として男性警察官
が店からリップを万引きした女の子に対処した事例もある。
　ここで分析された経験的証拠は差別的配置についての先行研究に全体として異
議を挾むものだ。結局、女性は哀れだと見なされ易いので、女性警察官がなして
いる仕事について好ましくない印象を再生産すれば、差別されている女性につい
ての記述は、説得力あるものとなり易いのである。
　（4）第三章　性的配置二風俗に対する犯罪
　まず性犯罪に関しての女性の差別的配置を検証する。このタイプの仕事はジェ
ンダー化されていると見なされてきたので、女性警察官が性犯罪の大部分を常に
扱ってきたと信じられているからである。Heidensohnはポリーシングを「ポリ
ーシングの女性化」と「本当のポリーシング」の二つのカテゴリーに分ける。こ
の「女性化」という考え方ほ、自らが「平等な機会」雇用者であることを示すた
めに警察によって政策が用いられる仕方に言及する。つまり警察は通常大抵の女
性志願者達に人気のある児童及び家族保護ユニットを公に求人することによって
女性達に自由に選択させ、そのことをもって機会平等政策に対する責任を果たし
たとする。また内務省による1996年報告書（HMIC報告書）は、児童及び家族保
護ユニットで働く女性警察官をCIDの総数に組み入れて計算し、もって組織内
での女性の地位が現実に変化していないにもかかわらず全国的に機会平等政策が
成功したかのようにデータ処理した。
　警察の職務に対する態度の研究はイギリスにおいて1981年に行われた。それ
は、女性警察官は児童虐待のような伝統的なケースにより良く対処できるだろ
う、というものであった。ある研究によれば、多くの警察官は性犯罪を情緒的に
骨が折れ、不快であり、もし可能なら避けるべきと考えていた。性犯罪は字義通
りにも比喩的にも穣れているものとして男性警察官は捉え、これを嫌い、女性警
察官へと押しやるのである。
　ポリーシングにおける性犯罪に関する職務が以前よりも目立った論点になった
のは、ここ数十年に渡って報告される児童虐待（タリーヴランドスキャンダルが代
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表例である）が劇的に増加したことによる。又、タリーヴランド報告で警察と医
療関係者、ソーシャルワーカーの密接な協力体制が提唱され、クリーヴランド論
争の中で警察の対応の悪さが指摘されたこと、1989年児童法の成立、更に1988年
刑事裁判法や1991年刑事裁判法で認められる証言する児童の保護に向けられた新
しい裁判技術の導入により、警察官に新たな技能（例えば児童に証言させる技術）
を身に付けることが要求されるに至った。
　証拠の許容性についての厳格な法的ルールや裁判手続きに由来する実務に関す
る規定によってビデオ証拠や虐待児童からの陳述を取るために訓練された少数の
非常に高度な技能を身に付けた警察官が要請される。加えて調査対象の二つの署
では、性犯罪のための訓練が女性にだけ提供されている（1997年の終わりからは児
童保護ユニットで働く少数の男性にも提供されるようになったが）。ジェンダー化さ
れた技能のような専門的知識は専門的地位を支えるものであり、制服を着たパト
ロールの仕事を避けようとする女性にとって利点であるように思われた。警察官
がCIDに任命された場合にそのような知識は価値ある経験として考慮されるが、
女性警察官達は性犯罪ばかりを扱うことに不満を覚え、結局、女性・児童を扱う
部局を辞めてしまうのである。
　（5）第四章　ジェンダーによる逮捕：パトロール中の男性と女性
　ここではパトロール中の警察官に注意を向ける。まず従来の警察のジェンダー
研究に焦点が当てられる。ある研究によれば、女性は「怪しげな」専門性に結び
付けられた女性警察官は、「適格の警官」としての信頼性を失い、「心地よい」ポ
リーシングかあるいは「ピンクのゲットー」の従事者として知られるようになっ
ているとしている。また別の研究では、現代において未だ女性警察官は専門家と
しても、あるいは女性としても扱われないというコントロールに服しているが、
これを達成する過程では、「レトリカルな装置」（例えば誹誘するユーモアや皮肉、
そして「自然」に訴えること）が、ポリーシングが女性に向かない職業であること
を証明するために用いられる。逆に女性・児童を扱い、他の女性の性行動をコン
トロールする女性警察官の職務は賞賛され、もって女性警察官の隔離や役割の制
約は正当化されることとなる。一方、非公式の意見、漫画的な風刺、公的な言説
は、女性警察官を性的に扱うことによって、女性警察官を女性という境遇に封じ
込めるのに役立つ。実際、過度に性が強調されるかあるいは男っぽく（butch）、
恐ろしいものとしての女性警察官のステレオタイプやカリカチュアは社会におけ
る女性の変化する役割についての懸念を反映している。女性警察官は元々他の女
性を取り締まるために雇用されたので女性警察官が男性警察官と同等の扱いを要
求する時、競争者かトラブルメーカーと見なされ、そのことによって、女性警察
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官は依然として女性の立場に置かれることとなる。
　以上の先行研究を踏まえて、本研究は、ジェンダー以外の基準に基づいて警察
官が事件に派遣されることを明らかにする。例えば、監督者が介在しないコンピ
ューター派遣システムによる警察官の配置は、警察内でのジェンダーによる配置
についての先行研究と矛盾する。又、逮捕に関する警察官のジェンダー比につい
ては、データが示すところによれば、「犯罪的」事件に対して女性警察官は男性
警察官とほぼ同じ逮捕のパーセンテージを達成しているが、「非一犯罪的」事件の
逮捕率は男性に比べわずかに低い。最後に証拠が示唆するのは、女性及び少年の
逮捕が女性警察官により行われる蓋然性は男性警察官と同じであるということで
ある。全体的に見て、男性警察官によってのみなされるmacho　cop逮捕の伝統
的イメージは支持出来ないように思われる。
　　　　　　　　　　　　　（1〉　（6）第五章　自動車、拳銃及び馬ニコントロールにおける男性性
　本章では警察における男性性が分析され、「男性のパースペクティブ」を説明
することを試みる。女性の比率が非常に低い部局で働く警察官に対してのインタ
ビューや観察を通じて、どのようにして男性警察官が警察内において「ケアす
る」役割から外されるのかを分析する。一般的なパトロール業務や女性同僚から
の隔絶状況の警察官による選択が考察され、ジェンダー役割と職業文化の統合を
検討する。これらの部局の職場環境の幾つかは強固に「反一女性的」であって、
女性が余りに少ない理由を問おうとすると、男性回答者からの困惑や一定のレベ
ルの敵対心を生む。このような部局に所属する、射撃の上手い、荒っぽい運転を
する男性警察官は、自分達の職務への女性志願者が全くいない理由について当惑
していると告白した。しかし超人的なスタミナや極端な献身を要求するハードな
身体的活動を伴う職務は、強く決意した女性を除いて、女性に嫌悪を抱かせるで
あろう。
　第五章の後半部分では、男性性あるいは男性である方法の四つの側面、すなわ
ちプロフェッショナリズム（現場で事態が悪化していく時でも、「macho　cop」イメ
ージを維持する能力）、権限（伝統的な男性的価値が内部者による批判に晒されている
時に、自らが正当な要員であるとアピールすること）、セクシャリティー（場面によ
っては異性への欲望を示すこともあるが、性犯罪の被害者に対しては信頼でき、共感す
るよう管理されていること）、ヒロイズム（女性の保護者や弱者の復讐者として行為す
るが、一方特に交通事故や人々を不安にさせるような状況では、感情を堅持しているこ
と）が考察される。警察内で男として行動する男性についての論議がなされ、そ
こでは、男性であることについての代替的な方法があることが提示される。すな
わち、例えば被害者の突然の死のような状況の時、その知人や身内の者に対して
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の優しい声や共感的な表現が警察官に要求されることが示される。このような場
合には男性性は問題を孕むものとなり、様々な補償的な行為や話しかけが男性警
察官によってなされる必要があることが示される。
　（7〉第六章　男性性、身体とポリーシング
　本研究全体を通じて、ジェンダー役割は、男性性により影響されていることが
示されてきたが、一般的な路上でのパトロールの点で差別的配置は以前の研究が
主張するほどではないことが示された。権限、プロフェッショナリズムのような
文化的観念の様々な例の評価の中で、適切な「男性的」行動についての信念や女
性が組織的権力の場から排除される仕方が示すのは、ポリーシングが依然として
男性的なものと考えられていることである。女性が男性と、男性の武器で男性の
得意分野で闘おうとしない限り、女性は、女性を大事にする形での権力闘争に巻
き込まれている。実際、拳銃の発砲や早く運転出来ることといったような技能の
イデオロギー的なカテゴリーが男性によってコントロールされているので、警察
内での男性の権力や権限に対しての確実な脅威は、大部分阻止される。実際、女
性警察官は路上における「機会の平等」を手渡されているが、彼女等はパトロー
ル業務の最も低い地位の領域において職務を遂行している。しかしながら、男性
性が本当に価値あるところ、すなわち男性が男性らしくある部局では、女性は存
在しない。
　男性性は確かに問題のある概念である。しかし、ポリーシングの公共性を有す
る場の中において、確認できるのは明らかであろう。他方、児童及び家族保護班
において、男性性は余り明らかではない。路上でのパトロール業務は、概してジ
ェンダーに関係なく割り当てられ、女性が、ステータスの高い危険で悪質な犯罪
の逮捕を多く行っていることが示された。しかしながら、人々の目によく映り、
「本物」の男性性、「追跡」し、「撃つ」男性性が要求されるところでは、男性が
まだ支配的なのである。
3．コメント
　本書はジェンダーとポリーシングについて論じたものである。まず、ポリーシ
ングについてであるが、辞典によれば「ポリーシングとは、社会の全般的な健
康、安全、福祉及び道徳を調整する過程である（lhekwoaba　D．Onwudiwe，2002）」
と定義されるが、本書では警察に対象を限定しているので、ここでは「警察によ
る警察活動」の意味と解したい。
　女性警察官が合衆国において、誕生したのは1800年代後半であるとされ、これ
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は男性警察官に不向きな事態、特に売春の取り締まりをそのきっかけとしている
（Belknap．J，2001）。最初の4人の女性看守（matrons）が1851年10月5日にニュー
ヨーク市立警察署で誕生し、1899年までには、61人に達した。他方、イギリスに
おいては、第一次大戦の問、やはり売春婦に代表されるような女性を統制するた
めに、女性が自発的にパトロール活動を開始したのがその始まりである。（Be1－
knapJ，2001、今野，2000〉。また、正式な「女性警察官」は、合衆国では、1910年
カリフォルニア州ロサンジェルスにおいて、イギリスでは1915年にグランサムに
おいて誕生した（なお、合衆国における最初の女性警察官はAlice　Stebbins　Wellsと
いい、ソーシャルワーカーで神学者であって、彼女はボランティアの仕事よりも警察の
仕事を通じての方がより多く女性や少女を助けることが出来ると信じていた）。
　その後イギリスにおいて1933年児童少年法は、女性警察官の職務の範囲を拡大
させ、その結果青少年を扱うこととなったが、第二次世界大戦は彼女等があらゆ
る職務に対応できることを証明した。そして本書でも取り上げられたが、警視庁
において1973年男女差別撤廃方針が採用され、男性警察と女性警察が統合するこ
ととなった（今野，2000）。
　2001年3月31日の時点でのイギリスの警察機構の女性比は次の通りである。警
察本部長（7％）、警察本部長補（9％）、警視（6％）、警部長（7％）、警部
（7％）、巡査部長（10％）、巡査く2G％）、（内務省のホームページによる）。更に、現
在、内務省では、警察内の男女格差への対応として、「ジェンダーアジェンダ」
を2001年8月に発表し、それに基づいて各警察署の状態の調査に乗り出している
（この調査結果は内務省のホームページで公開されている）。
　このように、警察の脱ジェンダー化は、近年急速な勢いで行われているが、し
かし、本研究が示している通り、形式的な機会の平等を保障するだけでなく、女
性が一箇所に封じ込められないようにすることが大切である。更に、本研究は警
察内での女性警察官に対するコントロールに話が限定されていたが、他の研究に
よれば、一般市民である女性は警察と接触する割合が男性に比べて少ないとの結
果もある（Heidensohn，2002）。更に、女性警察官や女性犯罪者もドメスティッタ
バイオレンスの被害者であるなどといった、女性の場合には単純に加害者・被害
者・警察官と区別できず、その同質性も指摘されている（BelknapJ，2001）。今
後、必要な研究としては、社会に存在する暴力の連鎖（HanmeLJ　and　Maynard，
M，1987）の過程の中で生きる女性がどのように加害者・被害者・警察官と配分
され、そしてコントロールされているのか、という視点であろう。この観点より
本研究は再検討されるべきである。
（1）ここではそれぞれ「中央交通機動部隊（Central　Traffic　Task　Force〉、銃器班（Firear一
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ms　Team）、騎馬班（Mounted　Branch）」を指す。
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